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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

東
京
科
学
大
学
（
旧
東
京
工
業
大
学
）
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
で
は
、
原
子
力
基
礎
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
、
原
子
力
教

育
研
究
に
携
わ
る
国
内
外
の
大
学
を
連
携
さ
せ
た
連
合
体
（
大
学
連

合
）
を
形
成
し
、
二
○
一
○
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
補
助
金
を
得

て
、
非
原
子
力
分
野
の
学
生
を
含
め
た
初
等
学
生
を
対
象
に
、
国
内

外
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
原
子
力
機
関
へ
の
学
生
派
遣
を
中

心
と
し
た
人
材
育
成
事
業
を
代
表
校
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　

本
事
業
へ
の
参
加
大
学
は
、
国
内
は
茨
城
大
学
、
大
阪
大
学
、
大

阪
産
業
大
学
、
岡
山
大
学
、
金
沢
大
学
、
近
畿
大
学
、
九
州
大
学
、

京
都
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京
科
学
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
名
古
屋

大
学
、
八
戸
工
業
大
学
、
福
井
大
学
、
北
海
道
大
学
、
山
梨
大
学
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
、東
京
都
市
大
学（
一
八
大
学
）。
国
外
は
マ
レ
ー

シ
ア
国
民
大
学(

マ
レ
ー
シ
ア)

、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
、
カ
セ

サ
ー
ト
大
学(

タ
イ)

（
三
大
学
）。
協
力
機
関
は
、
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
、
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
、
メ
ー
カ
ー
を
始
め
八
機
関
等
が
参
加
し
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、
当
初
は
国
内
外
拠
点
を
繋
ぐ
ビ
デ
オ

多
地
点
接
続
装
置
を
経
由
し
て
各
大
学
の
教
室
で
行
わ
れ
た
が
、
二

○
二
○
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し

て
、
学
生
が
各
自
の
パ
ソ
コ
ン
で
受
講
で
き
る
。
大
学
や
協
力
機
関

か
ら
人
選
さ
れ
た
講
師
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
講

義
は
専
門
家
が
聴
講
し
て
も
十
分
に
聞
き
応
え
が
あ
る
。
全
国
ど
こ

か
ら
も
学
生
は
講
師
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
議
論
で
き
る
。
二
○
二
三

年
度
ま
で
に
国
内
三
三
回
、
国
外
三
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

総
延
べ
参
加
数
は
四
、三
一
○
人
に
達
し
て
い
る
。

　

学
生
派
遣
の
全
国
大
会
は
、
原
子
力
現
場
の
見
学
、
専
門
家
の
講

義
、
討
論
を
含
む
一
週
間
の
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
。
二
○
一
六
年
度
か
ら

開
始
し
た
ア
ジ
ア
大
会
は
、
わ
が
国
と
ア
ジ
ア
を
対
象
と
し
た
同
様

の
セ
ミ
ナ
ー
。
日
本
人
学
生
と
ア
ジ
ア
学
生
が
ほ
ぼ
半
々
に
な
る
よ

う
に
し
、
原
子
力
施
設
の
見
学
や
専
門
家
と
の
対
話
を
通
じ
て
現
実

の
原
子
力
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
講
義
、
見
学
、
討
論
、
発
表
は
す
べ

て
英
語
で
行
う
こ
と
で
日
本
人
学
生
の
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
成
す
る
。
外
国
人
学
生
に
は
、
わ
が
国
の
先
進
的

な
原
子
力
技
術
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し
て
き
た
。
二
○
二
一
年
度

ま
で
に
、
全
国
大
会
は
八
八
名
、
ア
ジ
ア
大
会
で
は
国
内
か
ら
一
九

名
、
国
外
か
ら
一
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

原
子
力
国
際
人
材
育
成
で
は
、
優
れ
た
国
際
感
覚
、
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
情
報
発
信
能
力
を
有
し
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
原
子
力
国
際
人
材
育
成
の
た
め
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）、経
済
協
力
開
発
機
構
／
原
子
力
機
関
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ａ
）

や
海
外
大
学
に
日
本
人
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。
二
○
一
三
年
度
か

ら
二
○
二
四
年
度
ま
で
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
一
九
名
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ

Ａ
に
一
名
、
海
外
の
大
学
等
に
一
九
名
の
学
生
を
派
遣
し
た
。
現
在

は
原
子
力
国
際
人
材
育
成
と
し
て
海
外
学
生
派
遣
を
主
軸
と
し
た
活

動
と
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
近
年
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
脆
弱
性
を
背
景
に
、
原
子
力
人
材
育
成
の
重
要
性
が
強
く
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
充
実
・
強
化
が
今
後
の
課
題

と
考
え
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
の
夏
の
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
七
月
か
ら
八
月
末
ま
で

市
庁
舎
前
広
場
で
「
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
る
。

市
庁
舎
を
背
に
し
た
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

や
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ズ
や
現
代
音
楽
ま
で
、
幅
広

い
映
像
作
品
が
毎
晩
上
映
さ
れ
る
。
入
場
は
無
料
で
、
誰
で
も
気
軽

に
世
界
的
な
舞
台
の
記
録
映
像
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
あ
る
。
し

か
も
広
場
に
は
多
国
籍
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
料
理

の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
南
米
と
い
っ
た
世
界
各
地
の
味
覚

が
並
ぶ
。
観
光
客
も
市
民
も
、
冷
た
い
飲
み
物
を
片
手
に
夏
の
夜
風

を
受
け
な
が
ら
音
楽
映
像
を
鑑
賞
す
る
光
景
は
、
ま
さ
に
芸
術
の
都

ウ
ィ
ー
ン
ら
し
い
「
文
化
の
広
場
」
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
京
都
の
夏
を
代
表
す
る
行
事
と
い
え
ば
、
八
月
一
六
日
に

行
わ
れ
る
「
五
山
送
り
火
」
で
あ
る
。
古
都
を
囲
む
山
々
に
「
大
」「
妙

法
」「
船
形
」「
左
大
文
字
」「
鳥
居
形
」
の
火
文
字
が
順
に
灯
さ
れ

、
夜
空
を
赤
々
と
染
め
る
光
景
は
圧
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
盂
蘭
盆
の

精
霊
送
り
と
し
て
室
町
時
代
に
は
既
に
記
録
が
あ
り
、
先
祖
の
霊
を

あ
の
世
へ
送
り
返
す
宗
教
的
な
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
京
都
の

人
々
に
と
っ
て
は
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
風
物
詩
で
あ
る
。
鴨
川
の

河
原
や
市
街
の
高
楼
か
ら
見
上
げ
る
そ
の
瞬
間
、
古
来
の
祈
り
と
現

代
の
暮
ら
し
が
重
な
り
合
い
、
京
都
な
ら
で
は
の
歴
史
と
伝
統
が
都

市
の
風
景
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は

音
楽
と
食
の
広
場
に
、
京
都
で
は
火
と
祈
り
の
夜
空
に
、
人
々
は
夏

の
記
憶
を
刻
む
こ
と
に
改
め
て
深
い
感
慨
を
覚
え
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
二
○
一
一
年
～
二
○
一
六
年
ま
で
、
大

学
連
合
の
京
大
で
の
窓
口
を
務
め
た
。
二
○
一
六
～
二
○
一
八
年
ま

で
東
工
大
で
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
が
、
大
学
連
合
事
務

局
と
同
じ
居
室
に
い
た
。
本
年
四
月
よ
り
大
学
連
合
事
務
局
を
担
当

す
る
の
は
縁
が
あ
っ
た
と
思
う
。
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
五

山
送
り
火
も
心
よ
り
楽
し
ん
た
。
今
月
も
両
市
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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